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社
会
教
育
の

の
ｉＳ
づ

な
に

の 一
層
の
活
性
化
に
向
け
て

文
部
科
学
省
生
涯
学
習
政
策
局
局
長
清
木
　
幸
悦

と
は
い
　
　
．

れ
る
叫
，
＝
ム
　
　
　
　
　
　
　
せ
し
て
、
地

雄
公
の
　
　
　
ど
を
行
う
も
の
で
す
．
■
状
を

れ
を
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
実

い
ず
れ
の
取
　
　
み
も
ヨ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

ル
の
　
　
　
カ
ギ
と
な
る
よ
う
で
克

地
域
付

民
の
子
ェ
ス
　
　
　
　
　
　
　
Ａ

Ｉ１１１
艦
継
Ｗ

し
　
　
　
の
計
職
阿
や
人
々
と
の
み
ッ
ト
ワ
ー
ク

い
と
言
え
る
で
し
ま
え

清
木
　
幸
悦

（せ
い
き
　
た
か
よ
じ
）

ロ
フ
ロ
フ
イ
ー
ル

ー
９
５
７
年
１
月
生
ま
れ
　
兵
い
県
出
９

京
打
大
学
法
学
部
卒
業
後
旧
文
部
付
入
省

初
中
月
企
画
Ｔ
　
学
価
回
防
局
研
究
拙
関
課
長
　
文
部
科
学

省
高
守
敗
「
局
大
学
課
長
　
回
立
大
学
法
人
支
援
課
長
　
生

粧
単
潤
政
策
局
生
泥
学
習
続
拒
官
　
文
化
庁
文
化
部
長
　
独

立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
瑠
事
　
文
部
科
学
省
大
臣
官

房
文
枚
弛
満
企
田
部
長
な
ど
を
経
て

平
成
２５
年
７
月
よ
り
文
部
科
学
省
生
泥
学
習
政
策
局
長
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第
５５
回
全
国
社
会
教
育
研
究
大
会
舎
一重
大
会
）
を
終
え
て

第
５５
回
全
国
社
会
教
育
研
究
大
会
二
こ

ら
多
大
な
ご
支
堪
【
ご
　
　
を
い
た
だ
き
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
れ
当
初
、
参
加

者
１
‐
２
０
０
名
で
計
画
い
た
し
ま
し

た
が
、
１
，
６
０
０
名
を
超
え
る
参
加

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
行
委
員

一
同
、

感
謝
感
激
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
台
弧
の
接
近
　
　
配
さ
れ
、
に

前
ま
で
様
々
な
ケ
ー
ス
を
仙
定
し
対
応
に

備
え
て
お
り
ま
し
た
が
、
雨
や
風
の
被
宇

も
ほ
と
ん
ど
な
で
、

最
後
ま
で
予
定
通
り

実
施
で
き
た
こ
と
を
大
変
喜
ん
で
お
り
ま

す
拘
特
に
、
「お
伊
勢
さ
ん
　
　
ガ
イ
ド
の

会
」
に
よ
る
　
　
で
行
う

「社
会
教
育
実
政

し
ま
わ
な
い
か
心
配
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

が
口
議
決
定
さ
れ
た
節
日
の
年
と
な
り
ま

し
た
。
本
県
で
は
　
　
　
　
　
官
の
年
で
、

大
会
　
　
は
「辺
仙
」
が
執
り
行
わ
れ
た
後

そ
こ
で
　
　
　
　
　
　
　
　
【
で
は
、
抑

日
と
な
る
木
大
会
を
式
午
逃
■
の
い
つ
ま

み
ま
し
た
。

（
肛

命

脊

究
肌
机
探
研
修

地
で
実
際
に
行
わ
れ
て
い
る
火
峨

を
肌
で
触
れ
て
い
た
だ
　
　
と
も
に
、
式

Ｏ
社
会
な
古
央
性
交
流
広
場

合
郷
＝
町
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
社
公
教
市

円
体
団
体
ヽ
＝
公
教
育
加
世
■
が
、
企

国
の
＝
会
敗
古
関
係
ヤ
と
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｅ

Ｔ

Ｏ
　

Ｆ

Ａ

Ｃ

Ｅ

で

の
情

＝

交

換

を

迎

し
て
交
流
か
ら

つ
な
が
り
、
さ
ら
に
は

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
　
　
を
め
ざ
，

米
の
発
表

地
域
の
教
育
力
に
よ
り
日
■
的
に
取
り

組
み
、
中
わ
れ
て
き
た
去
化
文
　
　
を

「
学
　
　
米
の
発
表
」
と
し
て
、
介
川
の

社
会
教
育
山
係
イ
の
前
で
批
＝
さ
せ
て

い
た
だ
く
。

以
上
の
よ
う
な
趣
；
で
導
入
い
た
し
ま

が
た
り
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
学
＝
成
米
の
発
表
で
は
、
機
朴
年
の

本
共
合
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
り
ま
し
た
。

は
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

が
大
　
　
　
　
　
　
て
く
れ
ま
し
た
。

会
で
は
、
コ
千
外

家
庭
、
地
域
を

大
切
に
し
た
　
人
が
加
き
、
　
　
す
る
社

い
た
し
ま
し
た
。
社
会
教
育
は
出
日
が
広

く
、　
　
　
の
深
い
も
の
で
す
が
、
だ
れ
も

助
は
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や
文
え
合

い
を
大
切
に
し
、　
　
　
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
へ
の
　
　
　
が
開
か
れ
て
い
ま
え

こ
の
よ
う
な
考
え
を
ベ
ー
ス
に
設
定
さ
せ

交
流
広
坊
」
で
は
、
「参
　
　
全
員
が
加
き

を
放
ち
、
　
　
し
よ
９ヽ
と
す
る
婆
」
が
そ
こ

に
あ
っ
た
よ
つヽ
に
は
い
ま
え

旭
を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
た
コ
ン
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
や
、
テ
ー
マ
別
に
　
　
　
　
さ

れ
た
「分
■
本
こ
に
お
い
て
は
、
　
　
と
し

て
靭
ど
上
国に
ま
と
め
て
お
　
　
　
の
で
、
ム
ラ

後
の
実
成
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
手

い
で
，

げ
る
と
と
も
に
、
第
斬
　
　
　
　
ム
の
盛
会

を
折
合
い
た
し
ま
す
。
町
渡
徳
鳥
で
の
新

た
　
　
五
い
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
え

第
５５
回
全
国
社
会
教
育
研
究
大
会
二
重
大
会

実
行
委
員
会
委
員
長
　
　
湯
浅
　
村
司

輸
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夢 ・絆 阿 波からつむぐ 新 たな社会教育 1～
我が国においては グ ローバル化や高度情報化が急速に進行する

一方で 少 子高齢化に伴う人

口減少により 住 民相二のつながりが舟討化し1地 域コミュニテイの崩壊が危瞑されています。

このような我が国をとりまく様々な課魁を解決するためには 新 たな視点や発想に基づく価値

を創造するとともに 現 代社会で希部になっている人間l・l係を再生し)家 族やjL城の‖卜で 其 に

支え合うことで心世かに生きることのできる流かい社会を植築していく必要があります。

そのためには,住 民一人ひとりが五いを認め合V、郷■に対する誇りや宏活を持ち,個 人とし

て自立するとともに,協 lllして堂かな社会を倉J北できる力を身につけることが求められており,

社会教育の呆たす役‖」がきわめてよ要なものとなっています。

そこで本大会は,「り11こ支え 工 いを詔め合いながら里かに生きる社会の創造JのDF先主題のも

と1全 にのたL会教育委員 社 会教育関係者等力`
一生に会し 各 地域における社会教育活llの実践

やりF先成米について情報を変lfrし“交流を深め こ れからのlL会教荷のあるべき姿,そ の実現の

方針についてイ,F究協拙を行うことを趣旨とします。

術島県社会教育奏員連絡協輸会会長

第56回 全国社会教育研究大会徳島大会実行委員会委員長  美 馬 義 明

◇大会の概要

１

２

３

すW   日   平 成26年 10月 22日 (水)～ 24日 (金)

会   lDr (全 体会 分 科会)アステイとくしま(徳消‖〕H城川r穴浜1/r示1)

大会日和!   《 第1日 日》
1 0月 22旧 (水)会場 i未定

社教逃型事会       1

《第2日日》
10月 23日 (木)会場 !アステ

社教運総会

受ll

5100～ 16

と

0

1

2

3

3

5

6

iアステイとくしま

9 1 0 0～  9

9 1 3 0～ 1 2

しま

0 0 ～ 1 1

0 0 ～ 1 2

3 0 ～ 1 3

0 0 ～ 1 3

3 0 ～ 1 5

0 0 ～ 1 6

3 0 ～ 1 7

3 0

3 0

3 0

0 0

3 0

0 0

3 0

0 0

アトラクシヨン

全体会P日会行事

誰減会

シンポジウム

合14N会開会行事
《第3日日》
10月 24日 (金)会場

【受 付 】
分科会

4 分 利会

5 大 会参jll費  5000円 /人

※現段階の予定であり 今 後変更になることがあります。

０

０

３

０

分科会名 テーマ 内  容

第1分科会 学校を支える 地域ぐるみで学校を支援する方策

第 2 分チ会 家庭を支える 家庭教育力の向上を図る支t4Eのあり方

第3分 科会 よじ域社会を支える 地域の活性化を図る社会敦首委員の役割

第4分科合 地域ぐるみで支え合う 防災 減 災のまちづくり

第5分千「会 集い支え合う 社会教育施設を核とした地域の絆づくり
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配

□

囲

目

社
会
教
育
委
員
は
、
言
少
年
　
　
　
実
の

た
め
に
何
を
ど
う
進
め
る
か
！

～
　
　
の
担
い
手
を
育
む
活
動
と
し
て

「今
で
き
る
こ
と
」
～

第
５３
回
北
海
道
社
会
教
，
研
究
大
会

（　
　
大
会
）
は
９
月
１９
日
、
２０
日
の
耐
日
、

「朝
日
に

一
番
近
い
行
」
、
「北
方
価
上
返

還
　
　
運
動
源
点
の
地
」
で
あ
る
根
〓
市

の
結
合
文
化
会
館
を
会
坊
に
３
１
７
名
の

参
加
を
行
て
　
　
さ
れ
ま
し
た
。

討
演
証
師
を
ご
な
順
し
た
大
橋
社
教
述

会
長
が
、
台
風
の
　
　
で
米
道
で
き
る
か

ど
う
か
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
■
■
１
日

り
方
を
山
削
さ
れ
た
大
柿
公
文
の
仙
湖
に

引
き
仇
き
、
パ
ネ
ラ
１
３
　
　
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー

（社
教
迅
坂
木
竹
務
川
■
）
の

４
名
に
よ
る
パ
不
ル
デ
イ
ス
カ
ッ
シ
ヨ
ン

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
仙
批
内
容
と

一
川

仕
の
あ
る
発
≡
が
な
さ
れ
、
　
　
　
の
＝

考
が
深
ま
り
ま
し
た
。

‐
‐Ｅ十
日
終
了
後
、
交
流
会
が
加
ｋ
さ
れ

ま
し
た
が
、
翌
日
２
日
日
の
分
科
公
で
小

グ
ル
ー
プ
を
　
　
す
る
メ
ン
バ
ー
が
す
め

同
府
と
な
る
よ
う
上
大
が
な
さ
れ
、
２
Ｈ

日
の
協
識
は

一
日
活
発
な
も
の
と
な
り
ま

し
た
。北

海
道
社
会
教
首
享蛮
員
連
絡
協
読
基
本

会
長
　
鈴
木
　
文
男

買

蹴

目
ハ
ト
ー
ブ
発
　
末
来
を
副
る
地
域
の
カ

ー０
月
９
日
、
‐０
日
の
Ｗ
日
、
林
岡
市
に

お
い
て
、
平
成
２５
年
度
来
北
地
区
１１ｉ
余
敗

鮒
大
会
）
を
、
６
８
０
名
の
　
　
を
仲
て

開
他
い
た
し
ま
し
た
。

初
日
は
、
開
本
　
　
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
に
統
き
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
元
刑
Ｈ

新
刷
束
京
本
社
桐
架
局
ド
の
外
側
分
俊
氏

に
、
「米
北
柿
イーーー
の
源
流
―
苫
れ
、
賢
冷
、

啄
木
―
」
と
旭
し
て
、
■
著
の
付
微
と
穴

め
ま
し
た
。

２
日
日
は
、
社
会
教
育
関
係
２
つ
、
公

民
肘
関
係
５
つ
の
計
７
分
■
会
に
分
か
れ

て
、　
　
地
が
他
え
る
計
川
旭
も
含
め
て
、

今
日
的
挑
旭
に
つ
い
て
研
究
協
訟
件
を
行

い
、
多
加
者
が
日
町
の
実
岐
を
も
と
に
活

発
に
は
兄
交
換
を
行
い
ま
し
た
。最
後
に
、

川
公
行
■
で
大
会
■
言
を
決
誰
し
、
２
日

‐‐町
の
Ｈ
科
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

会
長

大
橋

清
司

耐

田

娼

盟

幽

日

学
び
を
通
じ
て
、
地
域
住
　
　
「絆
」
を

強
め
、
自
立
し
た
地
域
社
会
を
創
る
社
会

教
育
の
在
り
方

”
４４
回
閃
束
叩
信
越
冊
社
会
教
育
研

究
大
会

（栃
木
大
会
）
は
、
１１
月
１４
日
、

‐５
日
に
日
光
市

（
日
光
地
区
）
で
、
約

ら
い
ま
り
ま
し
た
。　
一≡
与
征
翁
が
行

っ

た
人
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
は
、
現
代

の
地
域
づ
く
り
守
に
も

つ
な
が
り
、
参

加
者
に
と

っ
て
示
唆
の
あ
る
内
容
と
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
パ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ
ツ
シ
ヨ
ン

で
は
、
今
後

の
社
会
教
育
の
在
り
方
寺

に
つ
い
て
意
見
変
換
が
な
さ
れ
、
２
日

日
の
分
科
会
に
つ
な
が
る
議
論
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。

２
日
日
は
、
５
分
科
会
に
分
か
れ

５

つ
の
傾
れ
た
実
峨
事
例
を
も
と
に
、

熱
心
な
協
談
が
行
わ
れ
、
参
加
者
に
と

つ

て
学
び
の
多
い
分
科
会
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
社
会
教
育
委
員
等
の
円

係
者
が
、
本
大
会
を
通
じ
て
学
ん
だ
こ

と
を
、
各
地
域
で
実
践
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
心
か
ら
町

つ
て
お
り
ま
す
。

栃
木
　
　
本教
育
委
員
協
議
会

会
長
　
石
岡
　
佐
平

日
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
社

会
を
取
り
巻

く
困
郎
な
挑

題

に
対
し
、

新
し
い
発
想

で
立
ち
向
か

う
社
会
教
育

委

員

の
あ

北
の
服
史
　
風
ｉ

を
村
び
つ
け
な
が

ら
ご
糾
洸
を

い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ

れ
に
肌

い
て
、
聞

き
Ｆ
と
し
て
元
め

ん
こ
い
テ
レ
ビ
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
の
坂

日
　
　
氏
の
進
行

で
、
対
破
を
行

い
、
冊
減
内
容
を
更
に
深

６
１
０
名

の

参
加
者
を
得

て
、
盛
大
に

開
住
さ
れ
ま

し
た
。

１

日

日

は
、
　

官
総

本
家
当
土
二

宮
取
補
氏
の

記
念
討
減
か

(4)
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田

刷

目

つ
な
が
り
を
築
く
社
会
教
育
の
あ
り
方

～
今
　
社
会
教
育
委
員
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
～

万
年
度
近
畿
地
区
社
会
教
育
研
究

大
会

（和
歌
山
大
会
）
は
、
９
月
５
日
に

山
県
民
文
化
会
館
を
ｉ
会
場
に
、
１
，

０
０
０
人
を
超
え
る
参
加
者
を
得
て
雅
大

に
　
　
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
中
は
、
開
会
　
　
に
抗
き
、
市
方

終
柿
Ｗ
彰
館
の
　
　
宏

一
針
長
か
ら

「Ｍ

方
持
楠
の
上
近
」
に
つ
い
て
記
念
討
減
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

午
後
は
、
５
つ
の
分
科
会

（①
地
域
づ

く
り
、
④
人
権
教
育
、
①
学
校

家
庭

地
域
の
協
肋
、
④
社
会
教
育
委
員
、

庭
教
育
支
援
）
に
お
い
て
、
近
織
地
区
各

府
県
か
ら
の
実
域
発
表
に
ネ
づ
き
、
活
発

な
意
見
変
換
及
び
筋
識
が
行
わ
れ
ま
し

た
。活

力
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
と
地

１
日
日
は
、
開
＾
　
　
の
後
、
十
処
架

の
申
門
家
で
も
あ
る
広
ヽ
大
学
大
■
性

の
二
柿
■
予
牧
城
に

「尾
道
の
は
統
文
化

と
そ
の
糾
水
」
と
旭
し
、
に
道
市
の
イーー十
＝

２

日

日

■

弟

は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
長
崎
北

周
の
国
児
の
皆
さ
ん
に
、
長
崎
の
伝

統
芸
能

「龍
師
り
」
を
披
昇
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

ま
た
、
記
合
耐
減
で
は
、
過
疎
化
す
る

愛
城
県
双
海
町
を
、
年
阿
５５
万
人
も
の
人

が
訪
れ
る
――ｌｒ
へ
と
変
貌
さ
せ
た
、
人
間
牧

午
姉
塾
塾
長
の
若
松
進

一
氏
に
「ま

ち
づ
く
り
の
新
し
い
風
」
と
題
し
て
ご
討

泣
い
た
だ
き
ま
し
た
。

分
朴
会
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
記
念
討

減
と
も
に
、
参
加
者
の
町
計
を
得
て
、
充

実
し
た
有
吉
義
な
大
会
を
、
盛
況
の
う
ち

に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

九
　
　
ロ
ツ
ク
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会

会
長
　
江
頭
　
明
文

批
に
お
け
る

■
民
の
絆
づ

く
り
に
向
け

て
と
も
に
考

え
る
機
会
と

な
り
、
参
加

者
が
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
で

実
峨
し
て
い

仏
出
の
処
架

性
式
や
仕
民

に
は
づ
く
伝

統
文
化

の
継

本
と
社
会
教

有

の
問
わ
り

に

つ
い
て
糾

加
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し

た
。　
ま

た
、

く
契
機
と
な
る
大
変
有
意
筑
な
大
会
に
な

り
ま
し
た
。

近
畿
地
区
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会

会
長
　
根
本

浩
ロ

日

回

日

団

目

海
の
ま
ち
か
ら
　
築
ウ≡
　
域
の
和
―

つ
な
ど
う
社
会
の
輪
―

「＝
杭
可
能
な
＝
会
の
帖
架
に
向
け
た
こ

れ
か
ら
の
社
会
牧
有
の
れ
り
方
」

術
３６
口
”
田

　

四
同
地
区
社
会
敗
付

大
会

（広
常
大
会
）
は
、
■
月
２‐
―‐
、

２２
日
の
前
日
、
広
内
県
に
通
市
の
し
ま
な

み
交
流
＝
を
上
公
坊
に
、
れ
５
５
０
名
の

参
加
を
得
て
　
　
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
４
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
、

＝
例
発
表
と
協
拙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

２
Ｈ
日
は
、
公
民
郎
長
、学
校
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
代
表
者
を

迎
え
、
地
域
と

一
体
と
な

っ
た
具
体
的
な

＝
机
み
を
も
と
に
　
　
■
は
を
テ
ー
マ
と

し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

２
Ｈ
‐１１‐
の
大
会
に
お
い
て
、
多
く
の
外

心
な
参
加
者
の
も
と
、
活
発
に
討
市
が
行

わ
れ
、
央
り
多
き
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

外
か
ら
参
加
い
た
だ
い
た
廿
性
に
厚

く
お
　
　
中
し
に
げ
ま
す
。

会
長
　
有
木
　
章

閉
棚

日

本
る
さ
と
を
思
い
、
地
域
の
人
々
を
つ
な
ぐ

社
会
教
育
を
め
ざ
し
て

上
月
１４
日
、
も
日
の
Ｗ
日
、
長
崎
市
に

お
い
て
、
九
州
各
い
か
ら
９
０
０
名
以
上

の
参
加
イ
を
作
て
、
分
４３
田
九
州
ブ
ロ
ッ

ク
付
公
敦
台
　
　
大
会

（長
崎
大
会
）
を

開
＝
い
た
し
ま
し
た
。

１
日
日
は
、
「子
ど
も
を
有
て
る
」
「人

を
つ
な
ぐ
」
「支
え
あ
う
地
域
を
つ
く
る
」

「礼
公
教
付
究
員
の
役
神
　
ｌｉ
効
を
考
え

る
」
を
テ
ー
マ
に
分
科
会
を
開
祉
し
ま
し

た
。
午
会
坊
で
は
、
実
成
分
衣
を
も
と

に
活
発
な
吉

】
軸

が
で
き
ま
し
口
洲

た

。

4 0 回
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実
顔
の
国
の

「社
会
数
百
委
員
活
性
化
セ
ミ
ナ
ー
」

愛
媛
県
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会

会
長
　
岡
山
　
勇

一

愛
媛
県
社
会
教
育
委
員
運
維
協
識
会

は
昭
和
５‐
年
の
発
足
以
米
３７
年
目
を
迎

え
た
。
市
町
村
合
併
前
に
は
７０
市
町
村
、

社
会
教
育
委
員
数
８
１
４
名
の
組
織
体

で
あ

っ
た
が
、
平
成
２５
年
度
に
は
刻
市

町
、
社
会
教
育
委
員
数
２
４
２
名

へ
と

敵
減
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
協
議
会

の
予
算
規
模
は
各
市
町
か
ら
の
会
賀
収

入
に
な
存
し
て
い
る
も
の
の
合
併
前
と

ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
活
動
の
幅
も
レ
ベ

ル
も
従
来
の
水
準
を
祉
持
し
て
い
る
。

『社
教
情
報
』
の
県
内
の
計
読
部
教
も

第
５７
≡
が
２０
部
で
ぁ

っ
た
が
、
第
６９
号

大
会
を
巾
心
と
す
る
帝
活
動
を
地
じ
て
、

社
会
敦
有
委
員
と
し
て
の
意
仙
向
■
が

図
ら
れ
て
い
る
。

平
成

２５
年
度
愛
嫁
【
社
会
牧
付
加

究
大
会
は
例
年
と
央
な
り
、
本
協
机
会

と

一
般
社
田
法
人
全
国
社
会
牧
付
委
員

赳
合
と
の
共
＝
と
い
う
形
で
脚
＝
さ
れ

た
。

こ
れ
は
社
教
避
が
束
京
以
外

の

地
方
で
初
め
て
Ｍ
＝
す
る

「社
会
敦
付

委
員
活
動
活
性
化
セ
ミ
ナ
ー
」
と
な

っ

た
。
本
大
会
の
水
制
仙
減

「
ツ
ー
シ
ャ

ル
キ

ヤ
ピ
タ
ル
を
出
か
に
し
、
″
新
し

い
公
共
″
を
担
う
社
会
牧
市
の
役
制
」
で

は
、
討
仰

の
州
池
削
二
郎
社
教
辿
班
■

か
ら
今
後
の
社
公
敦
有
の
あ
り
方
や
札

会
教
育
委
貝
の
任
務
に
つ
い
て
水
峻
に

宮
む
祉
言
が
行
わ
れ
た
。
肘
に
＝
公
牧

育
委
員
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ビ
タ
ル
作

り
の
判
い
手
を
育
成

　

杵
保
す
る
た
め

に

「■
民
の
居
助
所
づ
く
り
」
や

「出
冊

針
で
あ
る
こ
と
を
参
加
者
全
員
の
大
通

は
仙
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

午
後

の
二

つ
の
分
和
会

で
は

ク
お

や
じ
の
公
″
や
、
全
国
で
叫

一
、
現
在

も
今
県
組
織
を
柵
持
し
て
い
る

ク
安
池

舛
４

「
早
枢

　

■
起
き

　

朝
ご
は
ん
」

辿
助
の
加
地
に
係
る
平
成
２４
年
度
文
部

■
学
大
に
水
杉
を
受
生
し
た

″
宇
和
吊

＝
家
に
な
市
チ
ー
ム
″
以
上
３
川
体
の

収
組
み
に
つ
い
て
川
先

　

協
品
が
行
わ

れ
た
。

本
大
会
を
皿
じ
て
参
加
者
は

「
仙
人

の
白
立
に
―１ｌＪ
け
た
住
民
の
キ
習

ニ
ー
ズ

を
把
鳩
し
、
そ
れ
を
地
域
づ
く
り
や
件

づ
く
り
に
柿
び

つ
け
る
”
心
的
担

い
手

と
な
る
こ
と
」
が
＝
会
な
育
委
員
の
活

動
の
加
■

で
あ
る
こ
と
を
Π
碓
愁
し
、

■
体
的
に
＝
会
放
ｔ
変
貝
と
し
て
の
市

動
＝
＝
化
を
図
る
決
古
を
抱
く
大
会
と

な

つ
た
。

見
職
と
実
行
力

の
あ
る

社
会
教
育
委
員
に

埼
玉
県
市
町
捕
を
委
教
育
委
員
連
絡
協
議
会

会
長
　
石
田
　
古同
幸

今
年
は
、　
一
般
社
団
法
人
企
日
社
会

教
育
委
員
辿
合

（社
教
述
）
会
長
大
橋

冊
掟
氏
が
、
文
＝
科
学
竹
巾
人
教
育
審

世
」
に
つ
い
て
、
意
見
の
快
述
を
さ
れ

た
こ
と
は
、
２
０
１
３
年
１１
月
２５
日
発

行
の
ご

ュ
ー
ス
レ
タ
ー
」
１４
号
に
こ

」

示
如
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
各
都

道
府
県
等

で
も
県
に
い
く
要
請
し
て
、

よ
り
良

い
社
会
教
育
行
政

　

地
域

の

社
会
教
育
の
活
動
の
実
施
具
現
化
が
ス

ム
ー
ズ
に
い
く
よ
う
社
教
連
の
意
見
に

協
力
努
力
し
て
行
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
つヽ
か
。

玲
玉
県
市
町
村
社
会
教
育
委
員
連
絡

助
説
会

で
は
、
「
社
会
教
育
委
員
に
求

め
ら
れ
る
役
――
―
社
会
教
育

の
転
換
期

の
い
ま
―
」
を
テ
ー
マ
に
埼
玉
県
全
体

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
例
年
４
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
、

■
会
教
育
関
係
委
員
　
職
員
研
修
事
業

を
テ
ー

マ
に
沿

っ
て
開
催
し
、
地
域
に

応
じ
た
実
峨
成
果
の
発
表
協
議
等
を
通

じ
て
、
情
報
交
換
を
し
、
今
後
の
活
動

の
在
り
方
を
具
体
的
に
、
発
信
で
き
る

人
材
を
育
成
し
て
い
く
よ
う
努
力
し
て

い
ま
す
。
左
記
に
テ
ー

マ
を
記
誠
し
ま

し
た
。

で
は
１
９
３

部

へ
と
放
坤

し
、
毎
年
度

開
催
し
て
い

る
愛
媛
原
社

会
教
育
研
究

づ
く
り
」
を

積
肛
的
に
祉

進
し
、
行
政

と
の
妨
切
に

よ
る
新
し

い

公
共
の
地

い

手
な
る
こ
と

―
―
こ
れ
が

社
会
教
育
委

員
の
行
動
指

棋
公
放
市
何

度
分
科
会
の

中
で

「
＝
会

教
育

の
工
要

性
と
■
会
教

市
委
員
の
必



社 教 連 会 報 平成26年 2り11日第74号

束
部
地
区

「青
少
年
の
処
全
育
成
を
同
＝
す
社

会
教
育
の
役
制
」

実
成
発
去
　
研
究
協
議

Ｏ
青
少
年
と
地
域
と
私
―
加
須
市
北

川
辺
子
ど
も
台
成
辻
維
協
議
会

②
地
域
で
子
ど
も
を
見
守
り
市
て
る

―
吉
少
年
久
喜
市
民
会
識

Ｏ
町
ぐ
る
み
ん
白
阿
―
白
同
―――子
社
会

教
育
委
員
会

入
問
地
区

「
生
近
学
習
活
動
の
地
域
資
源
ネ
ツ

ト
ワ
ー
ク
」

①
寺
坂
柳
回
で
の
米
づ
く
り
体
験
―

粒
Ｍ
町

②
飯
能
公
民
館
と
の
支
援
＋
半

０

森

の
キ

ャ

ン
バ

ス

ア
ド

ベ

ン

チ
ャ
ー
コ
ー
ス
の
活
用
―
私
父
市

０
名
栗
地
区
活
性
化
杭
詞
会

へ
の
多

面
―
倣
能
市

比
企
地
区

「
他
全
で
た
く
ま
し
い
子
ど
も
の
市

成
に
向
け
て
―
家
庭

　
地
域
の
教
育

力
の
向
上
と
社
会
教
育
委
員
の
問
わ

リ
ー
」
―
小
川
叫

北
部
地
区

「社
会
教
育
委
員
の
役
制
に
つ
い
て
」

前
師
　
小
池
技
十
先
■

演
担

「
高
怖
イ
社
会
と
社
会
教
育
委

員
の
役
割
に
つ
い
て
」

概
災
地
か
ら
学
Ｓ
社
会
教
育
の
富
弱

神
戸
市
社
会
教
育
委
員
会
議

議
長
　
松
岡
　
広
路

私
は
、
イーーー
戸

――丁
社
会
軟
付
委
【
で
あ

る
と
同
時
に
、
岩
千
県
大
い
泄
＝
小
叫

い
の
地
区
後
興
委
虫
で
も
あ
る
。

２
０
１
１
■
３
月
１ｌ
Ｈ
、

――‐
と
加
に

Ｗ
ま
れ
た
小
さ
な
ま
ち
　
赤
崎
に
、
沖

波
が
渦
を
と
き
な
が
ら
拠

い
か
か

つ

た
。
ま
ち
を
サ
明
し
、
い
の
ち
や
人
助

な
も
の
を
４

っ
て
い
っ
た
。
成

っ
た
の

は
、
■
波
跡
地
の
Ｘ
ん
■
の
小

―――
の
に

に
あ
る
赤
崎
地
区
公
民
館
と
保
市
川
だ

け
。
今
も
そ
の
加
州
は
大
し
て
変
わ
ら

な
い
。

し
か
し
、
■
民
は
大
き
な
心
の
加
み

を
か
か
え
な
が
ら
、
被
興
に
む
け
て
思

命
に
剛

っ
て
い
る
。
沖
ル
で
家
を
流
さ

れ
た
人
も
、
か
ろ
う
じ
て
助
か

っ
た
人

も
、
み
ん
な

一
九
と
な

っ
て
、
「
木
米

に
ま
ち
を
な
そ
う
」
と
の
＝
い
で
■
さ
放

い
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

師
た
ち
が
カ
キ
本
加
を
Ｈ
脚
し
た
り
と
い

う
助
さ
も
あ
る
。
２
０
１
２
年
■
に
は
、

公
民
冊
を
処
■
に
布
志
と
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
で

「
水
崎
役
興
隊
」
が
村
成
さ
れ
た
。

ま
ち
の
木
米
予
想
図
　
れ
興
「
画
づ
く

り
を
初
め
、
市
台
形
は
地
の
町
並
み
づ

く
り
、
他
興
な
の
介
価
迎
■
、
子
ど
も

松
卿
隊
の
立
ち
に
げ
、
後
興
市
の
出
化
、

地
区
迎
助
会
の
い
開
支
班
な
ど
、
＝
力

的
に
ま
ち
の
い
興
　
刷
成
に
―１１サ
け
て
動

い
て
い
る
。
大
し
た
も
の
だ
。
何
も
か

も
失

っ
た
こ
の
地
で
、
ど
う
し
て
こ
こ

ま
で
や
れ
る
の
か
？

た
し
か
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
他
地
域

か
ら
の
応
械
も
あ
る
。
し
か
し
　
本
質

的
に
は
、
そ
の
外
え
は
、
公
民
肘
を
巾

心
と
す
る
地
城

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
い
か

さ
に
あ
る
、
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

赤
い
で
は
、
地
区
公
民
付
と
■
単
位

の
担
数
の
地
域
公
民
鮒

（Ｈ
治
公
民
肘
）

が
、
地
城
か
ら
述
出
さ
れ
た
地
区
公
民

帥
ｎｉｌ
上
の
他
人
な
竹
取
の
も
と
で
、
エ

い
に
蝶
竹
に
つ
な
が
り
、
ま
ち
全
体
の

＝
動
を

つ
か
さ
ど

っ
て
い
る
。
肘
長
は

い
わ
ば
町
上
で
あ
り
、
公
民
館
延
■
委

虫
会
は
さ
な
が
ら
‐―――
耐
会
、
と

い
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
ゆ
え
、
■

社
も
地
域
Ｍ
体
も
公
民
ｍ
を
い
工
し
、

付
か
と
公
民
ｍ
を
取
り
に
す
る
。
公
民

鮒
を
巾
心
と
し
た
人
的
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

（
ツ
ー
シ
ャ
ル
　

キ
ャ
ピ
タ
ル
）
が
、

赤
帖
は
、
実
に
■
か
な
の
で
あ
る
。

Ｗ
波
は
、
地
域
政
治
と
運
動
し
た
公

民
館

シ

ス
テ
ム
ま

で
は
奪
わ
な
か

っ

た
。
公
民
館
を
白
い
の
中
心
に
打
え
て

き
た
赤
崎
の
歴
史
が
、
「
人
々
が
集

い
、

語
り
合

い
、
共
に
助
き
、
■
ぶ
」
と

い

う
社
会
教
育
を
市
ん
で
き
た
。
だ
か
ら

こ
そ
、
今
日
の
行
興
の
力
が
生
ま
れ
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
。
赤
崎
は
、
こ
れ
か

ら
も
、
日
治
　
民
主
主
義
　
公
正
の
意

味
を
か
み
し
め
な
が
ら
、
持
統
可
能
な

ま
ち

へ
と
復
興
を
送
げ
て
い
く
こ
と
で

あ
ろ
う
。
私
が
復
興
に
閲
わ

っ
て
三
年

が
経
と
う
と
し
て
い
る
。
松
災
地
が
新

し
い
ま
ち
と
し
て
叫
る
こ
と
を
切
に
順

う
も
の
で
あ
る
。

し
か
し

一
方
、
１１１十
戸
の
ま
ち
に
こ
う

し
た
拠
点
は
あ
る
か
、
と
白
田
せ
ざ
る

を
件
な

い
。
阪
十‐‐‐
淡
怖
大
震
及
以
後
、

抑
戸
の
ソ
ー
シ
ャ
ル

キ
ャ
ピ
タ
ル
は
、

米
た
し
て
復
興
し
た
と

い
え
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
柳

”
市
社
会
教
育
委
員
と
し

て
、
枚
災
地
に
学
び
な
が
ら
、
政
め
て

ま
ち
の
上
か
さ
と
は
何
か
を
考
え
直
さ

な
く
て
は
な
ら
な
い
、
そ
し
て
、
そ
れ

を
有
む
社
会
教
育
　
■
近
学
科
の
基
盤

を
し

っ
か
り
と
創
ら
な
く
て
は
な
ら
な

い
、
と
思
う
の
で
あ
る
。

跡
地
に
使

‐
役
Ｍ
情
行
が

作
ら
れ
た
り
、

加
米
性
を
売

却
し
た

九
加

(7)
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「社
教
連
」
だ
よ
り

平
成
２５

第
３
回
理
事
会
　
総
会
に
つ
い
て

ヤ
成
２５
年
度
打
３
回
＝
“
会
　
総
会
を

２
月
刻
日

（金
）
に
日
本
弘
旭
会
ビ
ル
８

附
誰
■
に
て
開
性
す
る
予
定
で
す
。

議
旭
は
Ｏ
イ
成
２６
午
度
“
米
ｉｌ
耐

（矢
▼

取
支
子
分

（朱
）
０
舛
町
同
今
回

大
会

（仙
う
大
会
）
０
”
５７
Ｕ
今
回
大
会

（大
分
大
会
）
の
第
５８
田
合
凹
大
会
の
側

性
地
に
つ
い
て
０
そ
の
他
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

２６
年
度

第
１
回
理
事
会
　
総
会
に
つ
い
て

平
成
２６
年
度
第
１
田
型
■
会
　
総
会
を
、

５
月
２７
日

（火
）
に
日
本
弘
道
会
ビ
ル
Ｓ

＝
討
■
に
て
脚
性
す
る
予
定
で
す
。

乱
題
は
０
平
成
万
年
度
■
米
＝
■
　
次

算
報
，
］
０
打
５６
回
全
国
大
会
（仙
ん
大
会
）

０
第
５７
Ｕ
全
国
大
会

（大
分
人
公
）
０
外

５８
田
企
日
大
会
０
そ
の
他
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

ご
夕
用
と
は
布
じ
ま
す
が
、
ご
予
定
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
順
い
い
た
し
ま
す
。

平成 26年 度社会教育研究大会
一
覧 (予定)

イIJ大会  (th】j火合I R"Ⅲ22(水| ″ヽ 十命)仙 ‖ぃ仙|↓Hi
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社会教育手帳
公世のll)忘J14に Ⅲセ地です
折科卜】I 定 仙 12601(位 i△)

《2月末まで特別価格800円 (税込)》

主な内容
l m忘 掛と生活情報
2 社会扱腎資ll
3 全日社会鞍育宏員辿合の相賢

社数情報

1晋

維 敷おの明日を打く
社 教 情 報 Nα 70‐

F r楽 「社会敦すと成入力 ～人と地域のはかさを対うJ
イと山| | >  本人にはメな "蛇人力 ! t  l lサか

1↓‖  ‖ Ⅲイ し、 11  ⅢⅢl、  Ⅲりヽ1  !ト

i l  l ヽ ‖|

| ' |  十1 i ′1  1  ) t l t

l イ‖ | | 【 んサじ

‖1 1 +  ) , 1

1 F 【  十t と

, ‖Ⅲ久I r

iヤ|   |を1付

| “f  i l l リサ

編栄 ,行  (-1)全 日社会lk古芸真連合
TEL 00(6380)S5コ O FAX 03(6330)S641

(■】tてヤ「る巾せ“め‖オ軟Ⅲ■>  i t l付 ■氏( T I「| l t ,

(■叫| lt11)次|の[■と|て。)イ‖ドい‖″)材tた|り さヽ十七‖刊
てil仰コーⅢ―〉出会| イ々ドと成人力ヽ力|ランテイア‖mヵⅢⅢ
(りすトサユ‖打)フランスの「融‖|と ズ|いヤ

(‖ i"先 ‖41)Oi■〕),比人力J‖■の性,(その1)

(1+|れ引 ,大十,ブ、人

う力ヽ

生涯学習コロディネロターを養成
:学習コーディネ中ター■格」が取得できますJ」連翌観藤
いま 生涯学習領17で最も必要とされている生活学習コーディネーター !
生涯学習コーディネーター養成のための本格的研修講座です
コーディネートの知蔚 技術が4か月間の通信教育で習得できます

一般財団法人社会通信教育協
「生濯学習コーディネーター研修」事務局

文部科学省認定 生涯学習支援実践講座

TEL 03‐5815・ 8432 FAX 03内 5815‐ 3433e_ma‖
〒1140015東 京都北区中三十153

saka10tsushinkyoiku oLip

臨 I単元 (テキストI〕

コーティネートの理n平と技術

算]単元 (テキスト■)

地域学習情印の活用の理解と技術

臨Iは元 (テ■ストロ)

コミユニケーションの仕万の理解

“口理元 (テ■ストW)

事業の設計とマネツメントこおける
コーディネート
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